
◉ “深い学びにいたる授業”について

育成を目指す資質・能力に応じた学びの充実を図る。
　「深い学び」の方向性は多様であり，「これ
が深い学びだ」と限定すべきではないと考え
ます。大切なことは，数学科においては「深
い学び」の先に「数学的に考える資質・能力」
を育む生徒の姿があることを踏まえ，資質・
能力を育む上でのポイントを学習指導要領の
趣旨に沿いながら押さえ，生徒たちの学びの
充実を図ることです。
　それぞれの資質・能力に関わって学びの充
実に向けた主なポイントは次のとおりです。
【知識，技能】
・ 知識の裏付け，技能の支えとなる基礎的な

概念や原理・法則についての理解を図る。
・ 知識，技能を，問題発見・解決の過程に

おいて的確かつ能率的に用いるとともに，
様々な日常や社会の事象の考察に生かした
り，より広い数学的な対象について統合的・
発展的に考察したりできるようにする。

【思考力，判断力，表現力等】
・ 得られた結果の意味を条件や仮定に即して

考察する機会を設ける。

・ 新しい知識を得る視点を明確にし，振り
返ることによる新たな問題の発見を生徒
に促す。

・ 目的に応じて的確な数学的な表現を選択し
たり，いくつかの数学的な表現を相互に関
連付けたりすることを通して，事象の本質
を捉えたり，理解を深めたりできるように
する。

【学びに向かう力，人間性等】
・ 自立的，協働的な活動を通して数学を学ぶ

機会を設け，数学を学ぶことの面白さ，考
えることの楽しさを味わえるようにする。

・ 数学を学ぶ過程での自身の変容を振り返る
などして，成長を明確に意識できるように
する。

・ 生活や学習に果たす数学の役割に気付くこ
とができるようにし，数学を積極的に活用
しようとする態度を養う。

　育成を目指す資質・能力を明確にし，それ
に応じたポイントを踏まえ授業づくりを進め
ていきましょう。

県中教研　数学部　全県部長
小千谷市立片貝中学校

� 校長　山本　俊介

　数学科においては，教科の目標に示されている
とおり，従来から大切にしてきている「数学的な
見方・考え方」，「数学的活動」をより意識した授
業づくりが求められています。
　学習指導要領の趣旨を踏まえ，数学科における
「深い学びにいたる授業」について説明します。

数学
数学的な見方・考え方を働かせ，
数学的活動を通して，資質・能力を
育む授業づくり
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「数学化」の過程を大切にし，生徒の問題への関与度を高める。
　数学的活動は，「事象を数理的に捉え，問
題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決
する過程を遂行すること」とされ，次のよう
なイメージ図で示されています。

　既に数学的に加工された問題を教師が提示
し学習活動が始まるようでは，数学的活動と
は言えません。生徒自身が問題を発見するこ
とが重要です。このことにより，生徒は解決
すべき問題への関与度を高め，主体的な学び
へとつながっていきます。そのためには，イ
メージ図の中の「数学化」をより意識した授
業づくりを進める必要があります。
　現実の世界，数学の世界での「数学化」と

は，それぞれ次のとおりです。
【日常や社会の事象の「数学化」】
　理想化したり抽象化したりして，事象を数量や図
形及びそれらの関係などに着目して数学の舞台にの
せて考察しようとすること

【数学の事象の「数学化」】
　数量や図形及びそれらの関係などに着目し，観察
や操作，実験などの活動を通して，一般的に成り立
ちそうな事柄を予想すること

　各地区の実践では，「問題場面から生じる
生徒の困り感をもとに解決すべき問題を設
定」（中越），「既習事項とのつながりや差異
から生じた生徒の問いをもとに問題を設定」
（下越）など「数学化」の過程を大切にし，
主体的に学ぶ生徒の姿を引き出そうとする工
夫が見られています。
　「現実の世界」においては事象を生徒たち
が数理的に捉えていくことを，「数学の世界」
においては既習の学習内容との関連を生徒た
ちが意識することをそれぞれ大切にしなが
ら，「数学化」の過程の充実を図りましょう。

数学的活動の各過程で「見方・考え方」を効果的に働かせる。
　「数学的な見方」，「数学的な考え方」はそ
れぞれ次のように説明されています。
【数学的な見方】
　事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念
等に着目してその特徴や本質を捉えること

【数学的な考え方】
　目的に応じて数,式,グラフ等を活用しつつ，論理
的に考え，問題解決の過程を振り返るなどして既習
の知識及び技能を関連付けながら，統合的・発展的
に考えること

　「数学的な見方・考え方」は，上記のそれ
ぞれの側面を踏まえ，数学的活動のどの過程
において働かせるか意図しながら授業づくり
を進めていく必要があります。

　例えば，上述の現実世界の「数学化」の過
程においては，生徒たちは「数学的な見方」
の側面から見方・考え方を働かせて問題を発
見し，事象を数学の舞台にのせていきます。
また，数学の世界では得られた「結果」を，
生徒たちは「数学的な考え方」の側面から見
方・考え方を働かせてさらに統合的・発展的
に考察していきます。　
　また，それぞれの場面で働かせた見方・考
え方を振り返ることも重要です。振り返るこ
とで「見方・考え方」はより豊かなものとなっ
て生徒に蓄積され，次の学習に生かされてい
きます。

数学　重点目標
　「数学的な見方・考え方」「数学的活動」をより意識した授業づくりを推進し，数学的に考
える資質・能力の育成を目指す。
○ 数学的活動における「数学化」の過程を大切にして，「数学的に表現された問題」の設定に

生徒が主体的に関わることができるようにする。
○ 「数学的な見方」，「数学的な考え方」それぞれの側面を踏まえ，数学的活動の適所に「数

学的な見方・考え方」を働かせる機会を意図的に設定する。
○ 問題発見・解決の過程において働かせた見方・考え方を振り返る場面を設定し，「数学的な

見方・考え方」をより豊かなものとして生徒への蓄積を図る。
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

情報機器を活用し，
意見や考え方の共有
で思考を活性化する

　友達や他のグループの意見や考え方
を素早く共有して確認することで，お
互いの見方・考え方を補完し合い，気
付きや多様な思考を促す効果が期待で
きると考えます。

つまずきや疑問点が
あれば，友達に遠慮
なく聞ける学習環境
をつくる

　課題や問題を正確に把握することか
ら学びが始まります。疑問や発言が問題
の本質に近づく視点になることもあり
ます。どんな疑問や発言も肯定的に評価
し，学ぶ意欲につなげます。発言の中で，
グラフの読み取り，式とグラフ，対応表
と式の関係について，定着が弱いことが
分かれば，適宜確認や学び直しを行な
い，深い学びに必要な知識や技能の定着
を高められると考えます。

思考の言語化が，深
い学びの整理と定着
に役立つ

　学んだことを自分の言葉でまとめる
ことで，思考と知識が整理され，学ん
だことに納得でき，達成感につながる
と考えます。

研究推進責任者
妙高市立新井中学校

三野　博治

　思考過程で芽生える疑問を遠慮なく発表し，友達と疑問を確認し解決に向けて学び
合える学習集団を目指します。対応表や式，グラフそして学んだ知識を活用して，課
題解決に向けて試行錯誤を繰り返し，その過程において，個々の生徒の見方・考え方
が補完され問題の本質に迫る姿が見られることを目指し，課題設定や授業展開を工夫
します。

会場校教科担当者
妙高市立妙高中学校

若山　泰文

研究主題： 生徒が主体的に学び合う課題設定と授業展開
の工夫

開 催 日：11月17日（木）
会 場 校：妙高市立妙高中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　若山　泰文　｢１次関数の利用｣
指 導 者：上越教育大学　教授　岩﨑　　浩 様

数学�＜上越地区・妙高市中教研＞
「１次関数の利用」

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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　２つの数量の関係に着目し，その関係にはどのような特
徴があるかを対応表や式，グラフを用いながら，理解を深
めました。小学校で学んだ内容を再確認し，疑問点や分か
らない用語の意味は，その都度，確認や
学び直しをしながら授業を進めました。

　iPadにGeoGebraで作ったソフトを配付し，生徒一
人ひとりが自分で反比例の式上の点を操作して考え
をまとめている場面です。視覚的変化で変わるもの，
変わらないものを体感して，思考を深めることがで
きました。
　グループの意見をまとめる場面においても，iPad
を操作しながら，自分の考えの根拠
を視覚的に友達と共有できました。

　グループでまとめた意見や考えを全体で共有す
る場面です。各グループの発表を聞きながら，黒
板にまとめた知識とも関連付け，自分になかった
考えや視点について確認することができました。
振り返りができる黒板やホワイトボードの良さと，
瞬時に意見や考えが共有できる情報機器の良さを
必要に応じて使い分けることが
大切です。

　振り返りでは，自分で見付けたことや，友達の発表から気付
いたことを，自分の言葉でまとめました。不明な箇所があれば，
iPadで各グループの発表画像を引き出して，学びを整理するこ
ともできました。自分になかった視点や考え方に出会うことが，
深い学びにつながります。

　１次関数のまとめの授業を公開します。最初の課題は，一定の割合で水
を水槽に入れ，ｘ秒後の水面の高さをｙ㎝とし，ｙ＝２ｘの関係がある。
その水槽に１㎝の高さまで水を入れ，物体Ａを入れてから水を入れるとｙ

＝４ｘ＋２になった。このときの物体Ａの形について考えます。中心課題は，グラフを提示して，
どのような物体を水槽に入れると，示されたグラフのようになるかを考えます。友達と意見や
考えを共有しながら，主体的に課題を追求する授業を目指します。

単元（比例と反比例）の様子単元（比例と反比例）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

【書く力の育成】
　図，式等だけでな

く，気付きや困り感，考えなどを言葉
でノートに詳しく書き，思考を顕在化
させます。授業の最後には，一連の学
びで自分の考えがどのように変化した
かを振り返らせ，ノートに自身の言葉
で記述させます。

【考える力の育成】
　導入では生徒が観察

を始められるよう，視点を与えた上で
教材を提示し，授業の入口から考える
力を育てます。教材と生徒を正対させ，
教材の観察から生まれた生徒の気付き
や困り感を焦点化させます。

【聞く力の育成】
　話し手の目を見て

反応しながら聞く力を育て，学ぶ意欲
と理解力を高めます。

【話す力の育成】
　板書で可視化した

自分の考えを仲間に分かりやすく伝え，
話す力と思考力を高めます。

研究推進責任者
南魚沼市立塩沢中学校

小林　成夢

　「主体的・対話的で深い学び」を実現させるために，教材に対する生徒の気付きや困り
感を板書で可視化して共有させ，生徒自身が本時の課題を見出すことができるようにし
ます。そして，その課題を解決するために対話が始まります。また，課題解決のための
見方や考え方を対比的に提示することで，生徒は自ずと共通点と相違点を考え始めます。
その結果，「新たな気付き」が生まれた瞬間，その生徒にとっての「深い学び」が生まれ
ます。そして，これを共有することにより，全体としての「深い学び」が実現します。

会場校教科担当者
南魚沼市立大和中学校

関　　翔弥

研究主題： 主体的に学習に取り組む態度の育成
　　　　　〜考える力・話す力・聞く力・書く力の
 育成と深い学びの実現〜
開 催 日：11月11日（金）
会 場 校：南魚沼市立大和中学校
公 開：１学級
授 業 者：３年　関　　翔弥
指 導 者：三条市立第二中学校　教頭　茶谷　　明 様

数学�＜中越地区・南魚沼郡市中教研＞
「相似な図形」

こんな深い学びの姿を目指します

深い学びにいたるポイント
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　「 気 付 き 」
や「困り感」，

「 考 え 」 な ど
を自分の言葉
でノートに詳
しく書かせることにより，思考を顕在化させます。

　板書で可視化した自分の考えを仲
間に語りかけるように伝えること

で，話す力と思考力を高めます。発言時間は常に計測
し，発言時間をどんどん延ばしていくことで，生徒の
話す力は更に高まります。また，発言するときは，板
書を隠さないための立ち位置，聞き手に胸を向けるた
めの指示棒の持ち方まで指示し，身振り・手振りを入
れ，語りかけながら伝えるよう指導します。

　 聞き手は話し手と目をつなげなが
ら聞く。仲間の発言に対して，「な

るほど」「あ〜」「分かった！」などのつぶやきや，う
なずくなどの反応をしながら聞くことで，学ぶ意欲と
理解力を高めます。

　相似な立体の体積比の関係を利用して，
容器に水が何杯入るかを説明する授業を予
定しています。考える力・話す力・聞く力・

書く力を「学びの基礎力」として，主体的に学習に取り組む生徒
の学びの姿に注目してご参観ください。

　教師は黙って教材を提示し，生徒
に観察させることで授業の入口から
考える力を育てます。生徒は既習事
項をフル活用し，「分かること」と「分
からないこと」をはっきりさせます。
教師はそれらを板書で可視化し，生
徒の「気付き」や「困り感」を顕在
化させます。

既習既習

新出新出

黙って提示黙って提示

単元（題材）の様子単元（題材）の様子単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

「振り返り」
　学びの過程や結果を言語化することによって，知識が再構成され，

次の学びでの問題発見や問題解決につなげられるようにします。その際，「本時の問
題解決に有効だった点」を視点として与え，生徒が単元を通して問い続けることがで
きるようにします。また，単元ごとに１枚の振り返りシートに学びを蓄積していき，
学びのつながりや発展を実感することができるように工夫します。

「対話」
　意図的に「対

話」の場面を設定します。ここで
は互いに考えを伝え合う活動を通
して，説明する際に根拠を明確に
する必要性や協働的な解決の有用
性を実感させます。また，多様な
考えを共有させたり，よりよい考
えを検討させたりして，説明の精
度や意欲の向上を図ります。ICT
を活用しより効率的で効果的な

「対話」を促していきます。

「見通し」
　生徒に目標を明確にさ

せ，全員に「何を」「どのように」追究すれ
ばよいのかを共有させるために行います。
この手立てによって，生徒の追究活動に対
する意欲の醸成を図ります。１時間の授業
の中では，ICTを活用するなどして実感を
伴う予想を立てたり，追究の方法を共有し
たりします。また，単元全体として，既習
の数学の性質を明示することによって，根
拠を明確にした説明を促していきます。

　「根拠を明確にして説明できる生徒」の育成を目指します。生徒は問題に出合った
とき，「振り返り」によって蓄積されたこれまでの学びを手がかりに新たな課題を発
見します。その課題の解決に向けて，結果や方法の「見通し」をもつことによって追
究の意欲が向上します。追究の過程では仲間との「対話」を通して，協働的に解決し
たり，解決したことを相手に説明したりして理解を深めていきます。解決した過程や
結果を「振り返り」，自分の学びを蓄積していきます。このサイクルをより効果的に
実践するために，単元の最後に目指す生徒の姿から遡って設計して単元を構想します。

会場校教科担当者
新潟市立東新潟中学校

竹内　明子

研究推進責任者
新潟市立小須戸中学校

土田　健太郎

研究主題： 数学的に考える資質・能力の育成に向けた授
業改善の工夫

開 催 日：11月10日（木）
会 場 校：新潟市立東新潟中学校
公 開：２学級
授 業 者：２年　熊田　隆行　　２年　羽田　真帆子
指 導 者：新潟市総合教育センター　指導主事　坪川　淳助 様

数学�＜新潟地区・新潟市中教研＞
「図形の調べ方」

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します
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単元を通じて1枚の振り返りシートを使い，
学びを蓄積します。

①〜④　ICTなどを利用し，実感を伴う
予想を立て，追究します。根拠をもって
説明するという，深い学びの姿の土台を
ここで築きます。

⑤〜⑦　根拠となる図形の性質
を複数使って説明をします。補
助線を引く場合にも「なぜそこ
に引くのか」に注目させます。
自分の言葉で説明をすることを
大切に，授業
を展開します。

⑧　凹形四
角形の角に

ついて，３つの内角の和と，凹
部分の角との関係性を，根拠を
もって説明する授業を予定して
います。７時間をかけて積み上
げた「ポイントの１〜３」を使っ
て探究していく
予定です。

⑨〜⑫　「証明のしくみ」「証明の書き方」を学ぶ
際に，結果の見通しをもった上で対話を行うこと
ができるよう時間を確保して授業を進めます。

⑬　単元の最後に目指す姿として「星形五角形の
内角の和の大きさを根拠をもって説明する生徒」
を設定し，ここから遡って単元の構想を進めまし
た。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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◉指定研究チームが提案する深い学びにいたる授業

既有の知識を
組み合わせる
　生徒が前時までの学

習内容を確認できる状態でまとめてお
き，それらの既有の知識を組み合わせる
ことで，論理的な説明をすることができ
ます。

条件の一部を
変更する
　既習事項や前時の

学習の課題の一部を変更して課題を
設定することで，生徒は「この図形
ではどうなるだろう」「この前の課題
と似ている。少し考えれば解決でき
そう」と考えるようになります。
　思考対象の条件を変えながら単元
を構成していけば，生徒は見通しを
もちやすくなり，以前の学習で用い
た考え方や定理などを活用しやすく
なります。

多様な考えのよさを
見出す
　生徒同士がお互いの

説明を聞いたり，比較したりすることで，
自分の考えを見つめ直し，学習内容をい
ろいろな視点から自分の考えを捉え直
し，よりよい解決方法を考察します。

研究推進責任者
新発田市立猿橋中学校

小林　正人

　生徒は『ガイダンスシート』を用いて学習の流れをつかみ，知識や技能の蓄積が見
えるようにします。そのシートを活かし，単元の学習を条件変更により課題を設定し
て，学び合いにより解決を図り，その過程を振り返ります。これら一連の過程を繰り
返すことで次のような深い学びの姿を目指します。
　ア　既習事項との類似点に着目しながら，次の「問い」に向かう姿
　イ　既有の知識を組み合わせて，論理的に説明しようとする姿
　ウ　解決の過程を仲間と共有し振り返ることで，自分の考えを再構築する姿

会場校教科担当者
新発田市立豊浦中学校

加藤　知広

研究主題： 数学的な見方・考え方を働かせた
　　　　　深い学びのある授業
開 催 日：11月18日（金）
会 場 校：新発田市立豊浦中学校
公 開：１学級
授 業 者：２年　加藤　知広
指 導 者：上越市立清里中学校　校長　杉本　知之 様

数学�＜下越地区・新発田市中教研＞
「図形の性質の調べ方」

深い学びにいたるポイント

こんな深い学びの姿を目指します

26



①　単元のはじめに，ガイ
ダンスシートを用いて生徒
と共に単元の目標や学習内
容，評価規準について確認
します。
　生徒は日々の学びの軌跡
を記すことで，本時と関連
のある既習内容を想起した
り，確認したりできます。

②　本単元では，単元全体の学習内容を，
直線の数や頂点の数，図形の形などに注目
して整理しました。そうすることで，条件
を変えて課題を設定しやすくなります。
　また，生徒は見通しを持ち，前時の学習
を活かして課題に取り組
みやすくなります。

③　直線や平行線と角の性質をいくつか
の公理から考え，説明します。学習した
内容はカードや掲示物にして，生
徒がすぐに使える形でまとめます。
　生徒はこのようにまとめられた
既習事項を根拠にし，いくつか組
み合わせながら新たな課題の解決
方法について説明します。

④　星形五角形の先端部分の角の和は180°
になることを既習の図形の性質を用いて説
明する授業を予定しています。

　生徒は既習内容を組み合わせながら，どのように説明すれば
よいか考えます。さらに，解決の過程を仲間
と共有し，他者の説明と比較しながら自分の
言葉でまとめる予定です。

⑤　合同な図形の性質を学習し，論理的に説明する方法を学習します。既習内容をどのように
組み合わせたら結論にたどり着くか考え，相手が納得するような説明ができるようにします。

単元（題材）の様子単元（題材）の様子

研究会
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